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内 容 の 要 旨 
1. 本論文の問題意識と目的 
人間は決して合理的経済人（ホモ・エコノミクス）で
はない．状況に応じて自身にコストがかかったとしても
協力行動を示す．これは血縁関係にある人間同士におい
ては生物学的にも，そして進化論的にも妥当な行動であ
る．しかし，血縁関係にない人間同士において協力行動
が促進されるメカニズムについては十分に解明されてい
ない部分がある．一方，協力行動を示さなかった人に対
して，処罰を与えたり，もしくは協力行動を示した人に
対して報酬を与えたりするといったことをはじめとした，
いくつかの要因によって協力行動が促進されることが指
摘されている．しかし，人間がどのような時に協力行動
を示すのか，そしてどのような時により協力行動が促進
されるのかについては未解明の点が多い． 
本論文の目的は公共財ゲームを用いて，新たな協力行
動の促進要因である「カタストロフ」を提案することに
ある．公共財ゲームとは，協力行動や社会的厚生などに
関する分析の枠組みとして用いられてきた(Ledyard, 
1995)．このゲームでは，自身の保有額の中から一部を
グループのために貢献し，プレイヤー全員の貢献がプー
ルされることになる．そしてプールされた金額が何倍か
されたものがプレイヤーの人数に応じて等分されて返っ
てくるものである．そして，カタストロフとは，プレイ
ヤーの意図や行動によらない変動であり，本論文におい
ては繰り返し公共財ゲームにカタストロフを組み込んだ
新たなゲームであるカタストロフゲームを用いて実験を
行った．カタストロフゲームとは，プレイヤーの行動に
関わらず保有額が一定の規模に応じて変動するゲームで
ある． 
先行研究において論じられているように，処罰は協力
行動の促進要因となり得る（Fehr and Gächter, 2000）．
しかし，処罰は他の人間によって行われるものであり，
「人為的」な損失を発生させる事象である．ある人が他
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者の行為に対して評価を行い，その行為を好ましくない
ものであると評価した場合に処罰を行う．しかし，カタ
ストロフは人間の行動に関わらずに「非人為的」な損失
を発生させる事象である．カタストロフによって協力行
動が促進されるのであれば，協力行動の促進には「人為
性」は必要ではなく，単純に損失が「発生」するだけで
十分なことになる．先行研究においては処罰という人為
的な損失に関する研究が中心となっていた．一方で，本
論文は非人為的損失である古典的リスクに着目した研究
である． 
 
2. 本研究の構成ならびに各章の要約 
第１章においては，本論文に関連する先行研究につい
て概括し，協力行動の促進要因としてのカタストロフに
ついて検討した．はじめに，公共財ゲームに関する実験
研究について整理した．つづいて，本論文で新たに提案
する「カタストロフ」について，概念的に検討した上で，
リスクとの関連について検討した．これらを踏まえて，
本論文の目的および意義について整理している． 
以下，第２章においては参加報酬条件におけるカタス
トロフゲーム実験，第３章においては成果報酬条件にお
けるカタストロフゲーム実験，第４章においては無報酬
条件におけるカタストロフゲーム実験について報告し，
第５章においては第２章から第４章のデータを対象にプ
ール分析を行っている． 
第２章においては，参加報酬条件におけるカタストロ
フゲーム実験について報告した．ここでいう参加報酬条
件とは，ゲームに実験参加者として参加することによっ
て，一定の報酬を得られることを示している．ここでは
コントロール群となる 4 人プレイヤーによる 10 期繰り
返し公共財ゲーム (Normal Public Goods Game，以下
NPG)，NPG を変形した，プレイヤー全員の保有額が 6
期目に 0.3 倍になるカタストロフが発生する全体カタス
トロフゲーム (Total Catastrophe Game，以下TCG)，
および4人のうち2人のプレイヤーの保有額が6期目に
0.3 倍になるカタストロフが発生する部分カタストロフ
ゲーム(Partial Catastrohe Game，以下PCG)の３種類
のゲーム実験を行った．その結果，カタストロフ発生以
前の期においてはゲーム間に貢献額の差が認められない
ことが明らかとなった．一方，カタストロフ発生以降の
期においてはNPG に比べて，TCG の貢献額が有意に大
きいこと，PCG におけるカタストロフ発生群およびカタ
ストロフ非発生群の貢献額が有意に大きいことが明らか
となった．また，差異のある条件について詳細に検討す
ると，PCG 内にカタストロフ発生群とカタストロフ非発
生群の間に差異を認めないモデルが選ばれる結果となっ
た． 
つづいて，第３章においては成果報酬条件におけるカ
タストロフゲーム実験について報告した．成果報酬条件
とは，ゲームの結果に応じて，実験参加者が得られる報
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酬が変化する条件のことである．第２章と同様に，ここ
ではNPG，TCG，PCGの３種類のゲーム実験を行った．  
その結果，カタストロフ発生以前の期においてはゲー
ム間に貢献額の差が認められないことが明らかとなった．
そして，カタストロフ発生以降の期においては NPG に
比べて，TCG の貢献額が有意に大きいこと，PCG にお
いてはカタストロフ発生群およびカタストロフ非発生群
の貢献額が有意に大きいことが明らかとなった．また，
差異のある条件について詳細に検討すると，PCG につい
てカタストロフ発生群，カタストロフ非発生群の差異を
認めるモデルが選ばれる結果となった． 
そして，第４章においては無報酬条件におけるカタス
トロフゲーム実験について報告した．無報酬条件とは，
実験に参加することによって実験参加者が得られる報酬
が全くない条件のことである．この実験は，無報酬条件
で実施すると同時に，第２章および第３章で実施した
PCG の枠組みを拡張して，カタストロフにあう人数に着
目した研究であった． 
4 人のうち誰もカタストロフにあわない 0 人条件，1
人がカタストロフにあう 1 人条件，2 人がカタストロフ
にあう 2 人条件，3 人がカタストロフにあう 3 人条件，4
人がカタストロフにある4人条件の計5種類の実験を実
施した． ただし， 本章におけるPCG0 人条件は第２章
および第３章における NPG と同様であり，TCG は
PCG4 人条件と同様である． 
その結果，カタストロフ発生以前の期においてはゲー
ム間に貢献額の差が認められない結果が得られた．また，
カタストロフ発生以降の期においては，カタストロフが
発生する人数に応じて貢献額の増加が認められるモデル
が選ばれたものの，カタストロフ発生群およびカタスト
ロフ非発生群を区別したモデルは選ばれなかった． 
そして，第５章においては，第２章〜第４章において
実施したカタストロフゲーム実験について，報酬条件の
差異に着目してプール分析を行った．これはカタストロ
フによる協力行動の変化が報酬条件に関わらず観察され
ることを指摘し，その効果の頑健性を指摘することが目
的である．併せて，報酬条件における協力行動の差異を
指摘することも目的としている．  
その結果，カタストロフ発生以前の期においては，ゲ
ーム間の差異は認められなかった．また，参加報酬条件
に比べて，無報酬条件における貢献額が有意に低いこと，
そして成果報酬条件における貢献額が低い傾向にあるこ
とが示された．一方，カタストロフ発生以降の期におい
ては，コントロール群であるNPG に比べて，TCG，PCG
におけるカタストロフ発生群およびカタストロフ非発生
群の貢献額が高くなることが示された．したがって，カ
タストロフの効果は報酬条件によらずに頑健な結果であ
ることが示唆された．また，報酬条件についてはいずれ
の条件においても有意差は認められなかったが，参加報
酬条件に比べて，無報酬条件において貢献額が増加する
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傾向にあり，成果報酬条件においては貢献額が低くなる
傾向にあった． 
そして，第６章においては本論文の結果をまとめ，総
括を行っている．本論文の意義および考察として，以下
5 点を上げている．①新たな協力行動の促進要因として，
カタストロフの可能性を指摘した．②処罰による協力行
動の促進を指摘する研究において，一種の混入がある可
能性を指摘し得る結果である．③カタストロフによる貢
献額の増加は，報酬条件によらない頑健な結果であるこ
とが示された．④報酬条件の差異により，貢献の傾向が
異なることが示された．PCG において，ゲームの結果に
応じて報酬が異なる成果報酬条件ではカタストロフ発生
群とカタストロフ非発生群間の差異を認める結果が得ら
れた一方で，結果に応じた報酬の変化がない参加報酬条
件および無報酬条件においてはカタストロフ発生群とカ
タストロフ非発生群間の差異が認められなかった．この
結果は，成果報酬条件によって他者を考慮する傾向が低
下する可能性があることを示唆している．⑤条件付き協
力概念を拡張する可能性がある結果が得られた． 
また，本論文ではあくまでも実験ゲームという枠組み
を用いているために，現実的な状況と結果の乖離が存在
する可能性がある．また，参加報酬および成果報酬の金
額の大きさによる影響の十分な比較がなされていないな
どの限界も有している． 
これらを踏まえて，今後の課題として①カタストロフ
の規模が与える影響，②本論文の枠組みの拡張，③制度
設計に向けた有用な情報および構造の解明，④カタスト
ロフによる社会的選好に影響を与える可能性に関する検
討，⑤カタストロフによる協力行動が促進する動機の解
明，があげられる．特に本論文では⑤については当事者
処罰や第三者処罰との詳細な比較を行った． 
また，APPENDIX 1 からAPPENDIX 4 として，第２
章から第５章で行ったカタストロフゲーム実験について，
貢献度にもとづいて再分析を行った結果を示した．また，
APPENDIX 5 およびAPPENDIX 6 では本論文に関す
る予備実験について報告した．  
（以上，4,052 字） 
 5 
【参考文献】 
Ledyard, John O., 1995, “Public goods: A survey of 
experimental research”, in Kagel, John H. and Alvin E. 
Roth (eds.) The Handbook of Experimental Economics, 
pp.111-194, Princeton University Press. 
Fehr, Ernst, and Simon Gächter, 2000, “Cooperation and 
Punishment in Public Goods Experiments”, American 
Economic Review, vol.90, no.4, pp.980-994. 
 
 
 
 
 
 
